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2 広報いしかわ　２月号

女
性
の
翼�

平
成
13
年
度
石
川
町
海
外
派
遣
事
業�

花
で
あ
ふ
れ
る

英
国
モ
ン
マ
ス
に
感
動

　

平
成　

年
８
月　

日
か
ら
９
月
１
日
の
７
日
間
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ

１３

２６

地
方
等
を
訪
問
す
る
平
成　

年
度
町
海
外
派
遣
事
業
「
女
性
の
翼
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１３

　

地
域
、
団
体
等
で
活
躍
す
る　

人
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
問
題
、
教
育
、
福
祉
、
環
境
、

１０

社
会
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
、
さ
ら
に
地
域
や
団
体
で
活
躍
さ
れ
る
と
と
も
に
、
派
遣
の
仲
間
で
英
語
を
学

び
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開
す
る
な
ど
、
国
際
的
感
覚
を
身
に
付
け
た
成
果
を
発
揮
し
て

い
ま
す
。

帰
国
報
告
会　

花
い
っ
ぱ
い
運
動
も

　
　

月　

日
、
役
場
第
一
会
議
室
で
帰
国
後
の
事
後

１１

１２

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
一
人
ひ
と
り
は
、
充
実
し
た
研
修
の
感
想

を
述
べ
、
研
修
内
容
を
綴
っ
た
ア
ル
バ
ム
を
西
牧
立

博
町
長
に
贈
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
同
士
は
、
も
う
少
し
語
学
力
が
あ
れ
ば
と

い
う
反
省
点
を
活
か
し
、
週
１
回
の
英
会
話
を
学
習

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
優
れ
た
環
境
に

感
銘
し
た
参
加
者
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開
し

よ
う
と
、
廃
タ
イ
ヤ
を
再
利
用
し
た
プ
ラ
ン
タ
を
Ｊ

Ｒ
磐
城
石
川
駅
前
に
設
置
し
ま
し
た
。

▲ＪＲ磐城石川駅前に花壇を設置

▲モンマス市での歓迎レセプションで日本の歌を３曲 ▲花がいっぱいのモンマス市 ▲モンマス市の教会

女
性
の
翼
に
参
加
し
て

●
報
告
書
か
ら
抜
粋

　

未
来
の
子
ど
も
た
ち
が
世
界
へ
広
く
飛

び
立
っ
た
と
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
諸
外
国
の

中
に
溶
け
込
め
る
よ
う
、
小
さ
い
と
き
か

ら
語
学
を
取
り
入
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。　　
　
　

我
妻　

良
子　
●
下　

泉

　

英
国
の
方
は
、
お
だ
や
か
で
の
ん
び
り

と
し
て
い
て
、
笑
顔
が
美
し
い
の
で
す
。

さ
ら
に
、
お
店
で
は
上
か
ら
花
を
つ
る
し
、

色
と
り
ど
り
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
美
し
さ

に
感
動
し
ま
し
た
。遊

佐
利
江
子　
●
境
ノ
内

　

４
歳
か
ら　

歳
ま
で
の
女
子
校
で
は
、

１８

就
職
す
る
年
齢
近
く
に
な
る
と
１
対
１
で

就
職
指
導
、
就
職
活
動
、
ま
た
大
学
受
験

前
の
海
外
研
修
な
ど
、
余
裕
の
あ
る
教
育

体
制
に
感
心
し
ま
し
た
。

吉
田　

光
子　
●
沢　

井

　

私
た
ち
は
通
訳
が
い
な
け
れ
ば
、
な
か

な
か
話
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
い
け
ば
良
か
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。近

藤　

芳
子　
●
沢　

井

　

母
子
家
庭
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
は
、
宝
く
じ
と
国
の
資
金
を
受
け
て
運

営
し
て
い
ま
す
が
、
会
社
な
ど
で
使
っ
た

パ
ソ
コ
ン
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
な
ど
、
物

を
大
切
に
す
る
姿
勢
に
感
心
し
ま
し
た
。

有
松
ア
キ
子　
●
和　

久
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「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」と
い
う
言
葉

の
と
お
り
、
実
際
に
自
分
の
目
で
見
、
耳

で
聞
い
て
み
な
い
と
実
感
で
き
な
い
こ
と

が
想
像
以
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
今

回
の
研
修
で
感
じ
ま
し
た
。

角
田　

幸
枝　
●
谷　

沢

　

モ
ン
マ
ス
の
街
の
中
は
花
で
飾
ら
れ
、

ど
こ
に
も
電
柱
の
な
い
道
路
は
一
段
と
歴

史
の
あ
る
街
並
み
を
引
き
立
て
、
地
元
婦

人
会
の
み
な
さ
ん
と
も
交
流
が
で
き
有
意

義
で
し
た
。

武
田　

繁
子　
●
双　

里

　

モ
ン
マ
ス
は
お
と
ぎ
の
国
で
し
た
。
澄

み
切
っ
た
青
空
、
白
い
壁
と
石
畳
の
道
路

に
色
と
り
ど
り
の
花
々
が
ハ
ン
ギ
ン
グ
さ

れ
た
町
並
み
に
感
動
し
ま
し
た
。

佐
藤　

裕
子　
●
中　

野

　

私
は
、
孤
独
と
貧
困
と
い
う
言
葉
を
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ジ
ン
ジ
ャ
ー

ブ
レ
ッ
ド
と
い
う
片
親
家
庭
を
支
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
訪
問
し
た
と
き
に

説
明
の
中
に
あ
っ
た
言
葉
で
す
。

水
野　

湛
子　
●
北　

山

　

モ
ン
マ
ス
女
子
校
に
は
談
話
室
が
あ
り
、

進
路
指
導
は
も
と
よ
り
、
特
に
職
業
に
対

す
る
意
識
を
高
め
、
希
望
す
る
職
業
に
つ

け
る
よ
う
指
導
す
る
専
任
の
先
生
が
４
人

い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

鈴
木　

瀧
子　
●
新　

町

▲モンマス市内にある八百屋で買い物 ▲モンマス前市長夫妻と参加者のみなさん▲モンマス市を流れるモノー川に架かるモノー橋 　

イ
ギ
リ
ス
の
西
部
に
あ
る
ウ
ェ
ー
ル

ズ
地
方
。
南
端
に
位
置
す
る
カ
ー
デ
ィ

フ
市
が
首
都
で
人
口
約　

万
人
の
都
市

３０

で
す
。
２
０
０
年
く
ら
い
前
ま
で
は
漁

村
で
し
た
が
、　

世
紀
に
石
炭
の
積
出

１９

港
と
し
て
栄
え
飛
躍
し
た
街
で
す
。

　

ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
の
南
西
に
位
置
す

る
モ
ン
マ
ス
市
は
、
人
口
約
７
千
人
の

小
さ
な
町
で
す
。
町
を
流
れ
る
モ
ノ
ー

川
に
か
か
る　

世
紀
に
造
ら
れ
た
モ
ノ

１３

ー
橋
は
タ
ワ
ー
を
持
ち
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ

の
名
物
の
一
つ
で
、
今
で
も
使
用
し
て

い
ま
す
。

　

ロ
ン
ド
ン
は
イ
ギ
リ
ス
の
首
都
で
あ

り
、
文
化
と
伝
統
の
中
心
、
ま
た
女
王

陛
下
の
住
ま
い
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
歴
史
の
あ
る
建
物
、
軍

隊
の
記
念
碑
、
建
物
や
橋
が
並
ぶ
水
路

や
人
々
が
に
ぎ
や
か
に
行
き
交
う
通
り

は
、
歴
史
と
伝
統
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

参加者のみなさん〔敬称略〕前列左端から　近藤芳子、
武田繁子、鈴木瀧子、ドロシー先生（モンマス女子校）
後列左端から　有松アキ子、角田幸枝、和子・ウィルソ
ン（キララ大使）、吉田光子、佐藤裕子、水野湛子、我
妻良子、緑川幸子団長、遊佐利江子、長野（通訳）

古
い
歴
史
や
文
化
に

誇
り
を
も
つ
イ
ギ
リ
ス

（

）

行　　　程　　　表
・石川町を午前４時５０分に出発、成田空港から
ロンドンへ約１１時間。

・現地時間で午後３時４０分にロンドンに到着。
・自動車でウェールズのカーディフに移動して
宿泊。

・カーディフ市内を視察。
〔カーディフ・ベイ、国民会議、カーディフ城、
キャッスルアーケード〕

・モンマス市へ移動して宿泊。

・モンマス市内視察。
〔キミンの丘、モンマス女子校、園芸センター、
州議会議長表敬訪問、市内徒歩見学〕

・歓迎レセプション
〔モンマスラグビークラブ〕

・モンマス市内視察。
〔スーパーマーケット、デイケアセンター、ほ
か〕

・ロンドンへ移動し宿泊。

・女性問題をテーマに視察。
〔ジンジャーブレッド〕
・ロンドン市内視察。〔大英博物館〕

・ロンドン市内視察。
〔セントポール寺院、ロンドン塔、国会議事堂、
ウエストミンスター寺院、バッキンガム宮殿、
ほか〕

・ヒースロー空港を、現地時間午後７時３０分出
発（機中泊）。

・午後２時１９分に成田空港に到着。
・午後８時２５分に石川町に着き、解散。

８／２６（日）

８／２７（月）

８／２８（火）

８／２９（水）

８／３０（木）

８／３１（金）

９／１（土）

ど
ん
な
国
・
ま
ち
を

訪
問
し
た
の
か
な
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み
ん
な
と
支
え
合
う
老
人
保
健
制
度

安
定
し
た
老
人
保
健
の

制
度
に
す
る
た
め
に

　

老
人
保
健
法
は
、
昭
和　

年
２
月
に
、

５８

国
民
の
自
助
と
連
帯
の
精
神
に
立
っ
て
、

疾
病
予
防
や
健
康
づ
く
り
を
含
む
総
合
的

な
老
人
保
健
医
療
対
策
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
老
人
医
療
費
を
国
民
が
み
ん
な
で

公
平
に
負
担
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
昭
和　

年
の
老
人
保
健
施

６１

設
療
養
費
の
創
設
、
平
成
３
年
の
老
人
訪

問
看
護
療
養
費
の
創
設
や
介
護
に
着
目
し

た
公
費
負
担
割
合
の
拡
大
と
い
っ
た
制
度

の
充
実
が
図
ら
れ
、
高
齢
者
の
保
健
の
向

上
と
福
祉
の
推
進
に
大
き
く
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
厳
し
い
経
済

環
境
、
人
口
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
老
人

医
療
費
の
増
加
な
ど
の
構
造
的
な
要
因
を

背
景
に
、
医
療
保
険
各
制
度
の
財
政
は
急

速
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成　

年
４

１２

月
に
は
介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
、
平

成　

年
１
月
に
は
、
患
者
負
担
の
見
直
し

１３
を
内
容
と
す
る
制
度
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の　

世
紀
に
現
実
の
も
の
と
な

２１

る
超
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
医

療
制
度
を
、
長
期
的
に
安
定
し
て
運
営
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
持
続
可
能
な
制

度
と
し
て
再
構
築
す
る
こ
と
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
制
度
は
、

「
老
人
保
健
法
」
に
基
づ
い
て

つ
く
ら
れ
た
制
度
で
す
。

病
気
や
予
防
や
健
康
教
室
、

健
康
相
談
な
ど
の
健
康
づ
く
り
事
業
や

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
の
医
療
費
を

み
ん
な
で
公
平
に
負
担
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

石
川
町
老
人
医
療
費
と

老
人
医
療
受
給
該
当
者
の
推
移

2億5千� 3,200

3,100

3,000

2,900

2,800

2,700

2,600

2,500

2,400

2億�

1億5千�

1億�

5千�

0

（万円）� （人）�

平成8年度� 平成9年度� 平成10年度� 平成11年度� 平成12年度�

入所者の
洗濯物をた
たむおばあちゃ
ん（特老さくら荘）
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平
成　

年
度
石
川
町
の
老
人
医
療
費
は

１２

介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
医
療
費
費
用
額
は
前
年
を
下
回
っ
た

も
の
の　

歳
以
上
の
人
口
増
加
も
あ
っ
て

７０

件
数
は
前
年
を
上
回
り
、薬
剤
や
補
装
具
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
現
金
給
付
に
つ
い
て
も

前
年
を
上
回
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
高

い
水
準
に
あ
り
ま
す
。　

年
度
の
石
川
町

１２

ひ
と
り
あ
た
り
の
医
療
費
は　

万
３
２
３

６８

円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

　
　

歳
以
上
（
寝
た
き
り
の
人
は　

歳
以
上
）
の
人
は
、
老
人
保
健
制
度
に
よ
っ
て

７０

６５

診
療
を
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
診
療
を
受
け
る
と
き

　

診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
被
保
険
者
証
・
健
康
手
帳
・
老
人
医
療
受
給
者
証
を
病

院
・
診
療
所
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
院
・
診
療
所
で
支
払
う
一
部
負
担
金

　

医
療
費
の
１
割
を
窓
口
で
支
払
い
ま
す
。
た
だ
し
、
入
院
・
外
来
と
も
に
負
担
限

度
額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
同
一
月
、
同
一
医
療
機
関
）

外　来

診
療
所
（
定
額
制
と
定
率
制
と
の
選
択
制
）

定
額
制
…
１
日
８
０
０
円　

月
４
回
ま
で

定
率
制
…
１
割
負
担
（
月
額
上
限
３
、
０
０
０
円
）

病　

院
（
定
率
１
割
負
担
制
）

２
０
０
床
未
満
…
月
額
上
限
３
、
０
０
０
円

２
０
０
床
以
上
…
月
額
上
限
５
、
０
０
０
円

　

院
外
処
方
箋
が
出
さ
れ
た
場
合
、
上
記
の
限

度
額
は
病
院
・
診
療
所
と
薬
局
で
は
そ
れ
ぞ
れ

限
度
額
の
半
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

入　院

一　

般　
　
　

月
３
万
７
、
２
０
０
円
ま
で

低
所
得
者　
　

月
２
万
４
、
６
０
０
円
ま
で

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

　
　
　
　
　
　

月
１
万
５
、
０
０
０
円
ま
で

●
世
帯
の
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

　

同
一
世
帯
で
同
じ
月
に
３
万
円
以
上
の
一
部

負
担
金
を
支
払
っ
た
老
人
医
療
受
給
該
当
者
が

複
数
い
る
場
合
は
合
算
し
て
３
万
７
、
２
０
０
円

を
超
え
た
額
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。（
低
所
得
者

は
２
万
１
、
０
０
０
円
以
上
の
支
払
い
を
合
算
し

て
２
万
４
、
６
０
０
円
を
越
え
た
額
）

平
成　

年
度

１２

老
人
医
療
費
内
訳

ひ
と
り
あ
た
り
の

老
人
医
療
費 入院�

41.94％�

薬剤�
15.13％�

入院外�

35.05％�

歯科�
2.93％�

施設療養費�
0.19％�

訪問介護療養費�
0.34％�

現金給付�
（補葬具・マッサージ等）�
　　0.38％�

食事療養費4.03％�

80
（万円）�

70

60

50

30

40

20

10

0
平成8年度� 平成9年度� 平成10年度�平成11年度�平成12年度�

ひ
と
り
あ
た
り
の

医
療
費
は　

万
円

６８

今年も
リハビリ

がんばってね
（特老さくら荘）
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月　

日
・　

日
、
郡
山
市
西
部
サ
ッ
カ
ー
場

１１

１１

２３

な
ど
で
、
福
島
民
報
旗
争
奪
第　

回
県
中
学
校
サ

１４

ッ
カ
ー
大
会
新
人
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
中
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
参
加
校　

校
の
県
南

１６

第
１
代
表
と
し
て
参
加
。
予
選
で
は
、１
回
戦
、県

北
３
位
の
北
信
中
に
５
対
０
、
２
回
戦
、
い
わ
き

１
位
の
植
田
中
に
２
対
０
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

　

準
決
勝
は
県
北
１
位
の
二
本
松
一
中
と
対
戦

し
、
０
対
０
、
延
長
戦
で
も
決
着
が
つ
か
ず
、
Ｐ

Ｋ
戦
の
す
え
３
対
４
の
１
点
差
で
涙
を
の
み
ま

し
た
。

　

佐
藤
勝
次
郎
先
生
は
「
保
護
者
や
地
域
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
声
援
の
お
陰
で
す
。
守
備
陣

は
完
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
今
年
は
攻
撃
陣
を
鍛
え

県
下
一
を
目
指
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

石
川
中
サ
ッ
カ
ー
部

県
新
人
大
会
３
位

　
　

月
７
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
分
室
（
旧
技
術
専

１２
門
校
）
で
、
小
規
模
作
業
所
き
ら
ら
ハ
ウ
ス
開
所

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
管
内
に
住
む
精
神
障
が
い
者
の
家
族
で

つ
く
る
、
と
も
し
び
会
の
主
催
。
開
所
式
は
、
玄

関
前
で
西
牧
立
博
町
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
が
作
業
・
生
活
訓
練
を
通
じ
て
社
会

復
帰
・
参
加
し
て
い
こ
う
と
設
立
宣
言
、
作
業
所

の
概
要
の
説
明
や
実
際
に
精
神
障
が
い
者
が
一

生
懸
命
つ
く
っ
た
作
品
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
福
島
市
に
あ
る
小
規
模
作
業
所
の

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ろ
ん
と
」
杉
山
幸
子
副
所
長

が
、「
精
神
障
が
い
者
小
規
模
作
業
所
の
あ
し
た
」

と
題
し
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
日
の
た
め
に

き
ら
ら
ハ
ウ
ス
開
所

　
　

月
７
日
、
中
谷
第
一
小
学
校
（
大
楽
宣
和
校

１２
長
）
で
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
･
６
年
生
の　

人
が
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
と
、

２９

ウ
エ
イ
タ
ー
、
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
に
な
っ
た
６
人
の

先
生
方
が
ス
ー
プ
、
パ
ン
、
ス
テ
ー
キ
な
ど
を
食

卓
に
並
べ
て
い
ま
し
た
。
は
じ
め
は
緊
張
気
味
の

子
ど
も
た
ち
も
し
だ
い
に
和
み
、
と
て
も
お
い
し

い
と
残
さ
ず
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
保
護
者
の
理
解
、
調
理
師
の
協

力
な
ど
で
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
の
企
画
は
、
食
生

活
に
関
心
を
高
め
な
が
ら
、
思
い
や
り
の
心
を
育

て
る
た
め
、
今
後
も
継
続
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
バ
イ
キ
ン
グ
、
弁
当
給
食
と
い
っ
た

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
給
食
の
企
画
を
行
っ
て
い
ま

す
。 中

谷
一
小
５
・
６
年
生
が

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
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月　

日
、
ホ
テ
ル
八
幡
屋
で
「
し
ゃ
ん
そ
ん

１２

１６

の
夕
べ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
出
逢
い
を
テ
ー
マ
に
８
回
目
。

町
内
外
か
ら
独
身
男
女
約　

人
が
参
加
し
ま
し

３０

た
。

　

今
回
は
、
今
ま
で
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
た
３
組
を

招
待
し
、
花
束
を
贈
り
参
加
者
と
一
緒
に
祝
福
。

菊
地
章
夫
さ
ん
（
塩
沢
）
の
司
会
や
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
で
軽
快
に
進
め
ら
れ
、
楽
し
く
歓
談
し

て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
参
加
者
が
持
ち
よ
っ
た
、
心
の
こ
も

っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
交
換
し
て
、「
ま
た
お
会
い

ま
し
ょ
う
」
と
再
会
を
誓
い
合
い
な
が
ら
会
場
を

あ
と
に
し
ま
し
た
。

�
し
ゃ
ん
そ
ん
の
夕
べ
�で

３
組
の
カ
ッ
プ
ル
を
祝
う

　

１
月　

日
、
ホ
テ
ル
松
多
屋
で
第　

回
石
川
町

１３

５４

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
者
は
、
町
内
外
を
含
む
３
０
９
人

で
、
男
性
が
１
５
２
人
、
女
性
が
１
５
７
人
で
す
。

久
し
ぶ
り
に
会
う
友
だ
ち
と
の
再
会
に
、
大
き
な

歓
声
が
わ
き
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
代
表
し
て
添

田
春
樹
さ
ん
（
北
山
形
）、
吉
田
由
加
利
さ
ん
（
下

泉
）
に
西
牧
立
博
町
長
か
ら
成
人
証
書
が
手
渡
さ

れ
る
と
、
瀬
谷
修
一
さ
ん（
中
田
）、
小
松
淳
子
さ

ん（
南
山
形
）が
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
が
終
わ
る
と
、
成
人
者
が
実
行
委
員
と
な

り
企
画
し
た
「
は
た
ち
を
祝
う
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が

開
か
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

３
０
９
人
の
成
人
者

誓
い
を
あ
ら
た
に

　

１
月
５
日
、
ク
リ
ス
タ
ル
ロ
ー
ド
で
町
消
防
団

出
初
め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
０
５
人
の
消
防
団
員
が
参
列
し
、
西
牧
立
博

町
長
が
点
検
者
に
委
嘱
さ
れ
、
閲
団
、
分
列
行
進
、

町
内
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

各
種
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

●
町
長
表
彰
（
平
成　

年
分
団
対
抗
無
火
災
コ
ン
ク
ー
ル
）

１３

　

金
賞
▽
山
橋
分
団　

銀
賞
▽
沢
田
分
団

●
団
長
表
彰

（
功
績
章
）

矢
内
孝
児
部
長
（
石
川
分
団
第
３
部
）、
土
田
善
美
部
長
（
石

川
分
団
第
４
部
）、
富
岡
和
弘
部
長
（
石
川
分
団
第
５
部
）、
関

根
正
典
班
長
（
母
畑
分
団
第
２
部
）、
永
沼
弘
司
部
長
（
母
畑

分
団
第
３
部
）

（
消
防
施
設
整
備
優
秀
賞
）

優
秀
賞
▽
中
谷
分
団
第
２
部
、
第
４
部
、
山
橋
分
団
第
４
部

努
力
賞
▽
石
川
分
団
第
７
部
、
第
８
部
、
中
谷
分
団
第
１
部
、

第
３
部
、
第
５
部
、
沢
田
分
団
第
３
部
、
母
畑
分
団
第
３
部
、

野
木
沢
分
団
第
１
部
、
第
２
部

町
消
防
団
が

恒
例
の
出
初
め
式

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
孫
が
５

人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

恒
久
さ
ん　

戦
後
は
食
料
不
足
の

時
代
で
し
た
が
、
先
代
か
ら
の
漁

業
を
営
み
、
店
を
構
え
な
が
ら
自
転
車

で
地
域
を
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
後
高
度

成
長
期
の
食
料
増
産
と
併
せ
、
麦
、
と

う
も
ろ
こ
し
と
い
っ
た
主
食
の
耕
作
を

は
じ
め
、
採
種
組
合
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
蔬
菜
に
も

転
換
し
な
が
ら
妻
と
一
緒
に
子
育
て
を

し
て
生
計
を
立
て
ま
し
た
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

恒
久
さ
ん　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
温
泉
旅
行
。

ト
メ
さ
ん　

孫
の
成
長
と
野
菜
づ
く
り

で
す
。石

川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

今
出
川
・
北
須
川
沿
い
の
桜
並
木

や
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
の
石
の
公

園
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

若
者
の
雇
用
機
会
の
拡
充
の
た
め
、

企
業
誘
致
を
進
め
人
口
増
に
つ
な

げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

職
業
▽
ト
ス
テ
ム
福
島
�
玉
川
工
場

の
製
造
課
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

旅
行
な
ど
に
出
か
け
る
こ
と
が
好

き
な
の
で
、
行
っ
た
こ
と
の
な
い

場
所
で
、
色
々
な
体
験
を
楽
し
む
こ
と

で
す
。将

来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

大
好
き
な
人
と
温
か
い
家
庭
を
築

く
こ
と
。
子
ど
も
と
ダ
ン
ナ
さ
ん

と
い
ろ
ん
な
所
に
旅
行
に
い
き
た
い
で

す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

施
設
や
広
場
を
も
っ
と
活
用
し
て

活
気
の
あ
る
町
。
特
産
品
な
ど
を

Ｐ
Ｒ
し
て
、
他
市
町
村
に
わ
が
町
を
知

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

優
し
く
て
一
緒
に
い
て
楽
し
い
人
。

い
ろ
ん
な
所
に
連
れ
て
っ
て
く
れ

る
人
。

次
回
は
矢
吹
さ
ん
の
紹
介
で

西
牧　

教
夫
さ
ん
で
す
。

山
内　

恒
久
さ
ん（　

歳
）

７７

　
　
　

ト
メ
さ
ん（　

歳
）

７２

住
所
／
沢
井
字
上
ノ
原

谷沢字寺坂

矢吹直美さん（２２歳）

前田　 樹 里   　ちゃん
じゅ り

新屋敷　　　　　　　　　　　
隆範さん・佐織さんの二女　　
平成１２年９月６日生まれ　　　

「いつも元気な樹里。いつまで
も素直で明るい子でいてね！」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。
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◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か

　

母
の
実
家
が
荒
町
で
す
。
父
の
転
勤
で
、
東
館
、
棚
倉

に
住
み
中
２
か
ら
高
３
ま
で
石
川
で
、
実
家
は
大
室
で
す
。

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

県
立
石
川
高
校
時
代
、
弓
道
部
で
連
日
練
習
に
励
ん
だ

こ
と
、
新
人
戦
県
大
会
で
個
人
優
勝
し
た
こ
と
、
昇
段
試

験
に
一
度
で
合
格
、
二
段
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、
合
宿
中
、

肝
試
し
で
遊
ん
で
大
騒
ぎ
！
学
校
の
ご
近
所
か
ら
叱
ら
れ

た
こ
と
な
ど
。
ち
ょ
っ
と
大
人
気
分
と
ま
だ
子
ど
も
の
高

校
時
代
が
、
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。
弓
道
部
の
仲
間
は

今
で
は
友
だ
ち
と
い
う
よ
り
、
兄
弟
の
よ
う
な
気
持
ち
で

付
き
合
っ
て
い
ま
す
。
現
役
の
弓
道
部
の
み
な
さ
ん
に
、

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

企
画
、
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
様
々
な

こ
と
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
元
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
・
未
唯
の

写
真
集
、
津
軽
三
味
線
、
金
澤
栄
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
。

ま
た
、
週
に
２
日
は
母
校
の
鶴
見
大
学
で
就
職
課
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
授
業
と
面
接
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

母
の
住
む
町
は
、
い
つ
も
ゆ
っ
た
り
時
が
流
れ
る
優
し

い
故
郷
で
す
。
仕
事
に
疲
れ
た
と
き
、
石
川
に
帰
る
と
ホ

ッ
と
し
ま
す
。
自
然
の
優
し
さ
を
守
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。

企
画
・
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
な
ど

様
々
な
こ
と
に
携
わ
る

東京都 藤田　恵子さん

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

町
土
の　

％
が
山
林
で
占
め
ら
れ
、

９４

伊
南
川
と
只
見
川
が
合
流
す
る
人
口
約

５
千
６
百
人
の
南
会
津
郡
只
見
町
で
す
。

新
潟
県
の
県
境
に
あ
り
、
今
ご
ろ
の
積

雪
は
２
〜
３
ｍ
に
達
す
る
豪
雪
地
帯
、

ま
た
電
源
開
発
で
有
名
な
田
子
倉
ダ
ム

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

冬
は
県
内
最
大
規
模
の
雪
ま
つ
り
、

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
清
流
に
住
む
イ

ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
釣
り
、
山
菜
取
り
、
雪

融
け
の
恵
み
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
た
大

自
然
が
い
ろ
い
ろ
な
顔
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。

　

人
々
は
穏
や
か
で
も
頑
固
な
会
津
気

質
で
、
若
者
は
首
都
圏
な
ど
へ
就
職
す

る
た
め
過
疎
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

平
成
５
年
４
月
に
来
ま
し
た
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

十
数
年
前
、
近
隣
の
中
学
校
で
教
員

を
し
て
い
た
時
、
沢
田
の
生
田
目
ジ
ム

に
お
世
話
に
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

石
川
町
に
来
ま
し
た
。
現
在
は
、
空
手

の
練
習
を
週
３
回
ほ
ど
行
い
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
人
々
と
交
流
し

て
い
ま
す
。
周
り
の
人
々
に
親
切
に
し

て
い
た
だ
き
、
特
に
不
便
に
感
じ
る
こ

と
も
な
く
生
活
し
て
い
ま
す
。
特
に
春

の
桜
並
木
は
と
て
も
き
れ
い
で
す
ね
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

子
ど
も
や
孫
が
将
来
ま
で
、
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
町
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

南会津郡南会津郡只見只見町町

双
里
字
本
宮

馬
場　

哲
明
さ
ん

関根　 洋 子   　ちゃん
ひろ こ

母畑字竹ノ内　　　　　　　　
伸治さん・ダイリンさんの長女
平成１０年１１月１０日生まれ　　　

「素直で元気なよい子に育って
ください！」

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

皆
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石
川

町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た
い

方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

鶴見大学での講義
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福
島
市
で
は
平
成　

年
４
月
に

１３

「
福
島
市
景
観
条
例
」
を
制
定
し
、

条
例
に
基
づ
い
て
、
景
観
形
成
基
本

計
画
を
９
月
に
策
定
し
、　

月
１
日

１０

か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

　

条
例
の
対
象
と
な
る
行
為
は
、
床

面
積
の
合
計
が　

平
方
メ
ー
ト
ル
を

１０

超
え
る
物
、
工
作
物
・
広
告
物
で
高

さ
が
５
ｍ
を
超
え
る
も
の
な
ど
で
、

こ
れ
ら
を
届
け
出
の
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
大
規
模
行
為
や
重

点
地
区
で
は
事
前
協
議
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
福
島
県
で
は
、
既
に
、
平

成　

年
３
月
に
景
観
条
例
を
制
定
し

１０
て
い
ま
す
。
県
の
景
観
条
例
で
は
、

市
町
村
が
、
景
観
条
例
を
制
定
し
た

場
合
、
適
用
を
除
外
し
、
市
町
村
の

条
例
に
委
ね
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

今
後
、
福
島
市
は
県
の
条
例
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

県
内
で
、
景
観
条
例
を
制
定
し
て

い
る
の
は
福
島
市
を
含
め
、
６
市
町

村
あ
り
ま
す
。 

福島市で
「景観条例」を制定

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

毎
日
水
郡
線
で
野
木
沢
駅
朝
７
時
３

分
、
夜
８
時　

分
着
の
ほ
ぼ
規
則
正
し

３０

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
休
日
は
、
石
川
町
歩
こ
う
会
の
仲

間
と
昨
年
は
、　

回
低
山
に
登
り
ま
し

１９

た
。
会
員
制
の
演
劇
鑑
賞
会
で
は
、
年

６
回
好
き
な
演
劇
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

市
民
運
動
で
は
、
原
発
増
設
反
対
運
動

を
し
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

自
然
に
包
ま
れ
た
落
ち
着
き
と
静
け

さ
で
し
ょ
う
か
。
う
さ
ぎ
追
い
し
彼
の

山
、
こ
ぶ
な
釣
り
し
彼
の
川
が
ま
だ
か

ろ
う
じ
て
残
っ
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

安
心
し
て
飲
め
る
水
と
食
料
の
確
保
、

森
林
保
全
、
そ
し
て
、
全
て
の
町
民
が

ひ
と
り
残
ら
ず
何
ら
か
の
形
で
農
業
に

関
わ
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
、
つ
ま
り
、

農
村
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
ほ
し
い
。

加
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
・
子
ど
も

た
ち
が
川
で
遊
べ
る
町
が
で
き
た
ら
、

い
う
こ
と
な
し
で
す
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
な
ど
に
過
剰
な
期

待
を
し
な
い
。
町
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
取
っ
て
、
町
内
外
の
優
秀
な
経
営
者

た
ち
と
連
携
し
て
ど
ん
ど
ん
起
業
し
て

町
内
に
働
く
場
を
確
保
す
る
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
っ
て
し
ま
う
。
更
に
、
町
内
の

企
業
・
商
店
の
実
態
と
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
町
外
の
企
業
も
含
め
て
、
企
業
と

企
業
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る
役
割
も

町
が
持
て
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
治
体
も
勝
ち
組
と
負
け
組
が
、
は

っ
き
り
し
て
き
ま
し
た
。
石
川
町
は
、

だ
れ
が
見
て
も
負
け
組
に
入
っ
て
い
ま

す
。
石
川
町
が
ど
ん
な
町
を
目
指
し
て

い
る
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う

声
が
あ
り
ま
す
。
人
間
性
尊
重
の
町
と

か
、
元
気
に
若
者
が
に
ぎ
わ
う
町
と
か
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
造
語
や
耳
障
り
の

い
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
く
て
、
石
川

町
が
進
む
べ
き
方
向
・
姿
・
形
を
明
確

に
町
民
に
示
し
て
ほ
し
い
。
理
念
な
き

航
海
は
、
自
力
再
生
で
は
な
く
て
、
町

村
合
併
と
か
首
都
機
能
移
転
な
ど
他
力

再
生
に
帰
結
し
ま
す
。

　

石
川
町
が
持
っ
て
い
る
自
然
・
農
業
・

温
泉
・
空
港
隣
接
等
の
経
営
資
源
は
、

環
境
の
世
紀
・
心
の
安
寧
と
癒
し
が
強

く
求
め
ら
れ
る
今
世
紀
に
お
い
て
、
必

要
十
分
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

活
用
す
る
進
取
の
気
鋭
を
、
行
政
と
議

員
の
み
な
さ
ん
に
強
く
期
待
し
ま
す
。

石
川
町
が
勝
ち
残
る
た
め
に

進
む
べ
き
方
向
・
姿
・
形
を
明
確
に

米
倉
正
裕
さ
ん
●
長
久
保

▲山と川が調和した豊かな自然

▲閉鎖した企業
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活
字
に
よ
る
合
併
布
達

　

石
川
郡
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

八
月
か
ら
四
年
十
一
月
ま
で
は
白
河
県
。

同
十
一
月
か
ら
九
年
八
月
ま
で
は
磐
前

県
（
県
庁
平
）
十
三
郡
と
と
も
に
管
轄

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
合
併
決
定
の

布
達
（
写
真
）
は
県
の
出
先
機
関
石
川

会
所
（
区
長
河
野
広
中
）
に
届
け
ら
れ
、

各
村
の
庄
屋
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
県
が
明
治
六
年
、
布
達
の
迅
速
な

配
布
の
徹
底
を
図
る
た
め
購
入
し
た
印

刷
機
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、

当
時
と
し
て
は

画
期
的
な
文
書

で
し
た
。
双
里

区
に
も
つ
双
里

村
活
字
布
達
綴

が
残
っ
て
い
ま

す
。

54

編
纂
室
だ
よ
り�

活
字
印
刷
に
よ
る
上
中
田
村
・
下
中
田
村
合
併
布
達

　

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
五
月
二
十
七
日
付
の
「
上
中
田
村
と
下
中
田
村

と
を
合
併
し
、
中
田
村
と
称
す
る
」
と
い
う 
磐  
前 
県
か
ら
出
さ
れ
た
活
字
印

い
わ 
さ
き

刷
に
よ
る
布
達
が
、
外
槙
の
泉
栄
寿
氏
宅
か
ら
最
近
見
つ
か
り
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

9

人
・
自
然
が
融
け
合
う　
あ
ぶ
く
ま
高
原
都
市　
い
し
か
わ

基　
本　
計　
画

《
第
３
章
》人
に
や
さ
し
く
健
康
で

　
　
　
　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち（
福
祉
）―
そ
の
①

　

①
や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
を
も
っ
て
共
に
生
き
る
た
め
に

１　

地
域
福
祉
の
推
進

　

す
べ
て
の
町
民
が
生
涯
を
通
じ
て
生
き
が
い
あ
る
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
・
教
育
・
雇
用
・

住
宅
・
消
防
・
防
災
な
ど
行
政
の
関
係
部
門
・
機
関
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
相
互
連
携
を
密
に
し
、
一
体
的

な
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
、
町
民
総
参
加
に
よ
る
心
の

通
っ
た
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

２　

社
会
保
障
の
充
実

　

す
べ
て
の
町
民
が
生
涯
を
通
じ
て
健
や
か
に
文
化
的
な

生
活
が
営
め
る
よ
う
、
法
定
援
護
の
適
切
な
運
用
や
生
活

相
談
・
指
導
体
制
の
充
実
を
図
り
、
生
活
の
安
定
と
自
立

助
長
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
が
適
正
な
医
療
を
受
け
ら
れ
、
安
定
し
た

老
後
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
国
民
健
康
保
険
制
度
や
国
民

年
金
制
度
の
加
入
促
進
と
制
度
の
円
滑
な
運
用
を
め
ざ
し

ま
す
。

３　

少
子
化
対
策
の
推
進

　

若
い
世
代
が
結
婚
や
子
育
て
に
魅
力
や
喜
び
が
持
て
る

よ
う
な
社
会
と
し
て
い
く
た
め
に
、
男
女
の
出
会
い
の
場

を
つ
く
り
結
婚
を
促
進
す
る
と
共
に
、
子
育
て
を
地
域
全

体
で
支
援
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

整
備
に
努
め
ま
す
。

明
治
八
年

上
中
田
村
と
下
中
田
村

　

さ
て
中
田
村
は
も
と
も
と
一
つ
の
村

で
し
た
が
、
越
後
か
ら
白
河
藩
主
に
移

っ
て
来
た
悪
名
高
い
本
多
忠
義
は
、
慶

安
四
年
（
一
六
五
一
）
荒
地
ま
で
田
畑

と
見
な
す
厳
し
い
検
地
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
忠
義
は
寛
文
二
年（
一
六
六
二
）

息
子
ら
に
分
領
し
、
石
川
藩
と
浅
川
藩

を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
中
田

村
は
二
分
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
の
末
に
作
成
し
た
「
郷
土
誌
」（
中

谷
二
小
所
蔵
）
に
よ
る
と
上
中
田
村
は
、

磐
城
泉
・
幕
領
・
常
陸
土
浦
領
。
下
中

田
村
は
白
河
・
越
後
高
田
・
幕
領
と
変

わ
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

詳
し
い
こ
と
は
今
後
の
調
査
が
必
要
で

す
。
そ
れ
で
は
上
中
田
村
と
下
中
田
村

の
境
は
ど
こ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
頃
の

中
田
村
官
有
林
払
い
下
げ
請
願
（
控
）

（
深
谷
房
之
助
代
表
）
の
中
に
は
、
上

中
田
村
十
一 
字 
、
下
中
田
村
十
二
字
、

あ
ざ

上
下
に
属
す
る
両
属
七
字
と
記
し
て
あ

り
ま
す
。
上
中
田
村
に
は
大
塚
、
八
又
、

北
大
塚
、
村
松
、
山
桑
、
酉
木
沢
、
雁

万
田
、
石
ノ
森
、
十
文
字
、
中
野
、
山

下
、
皆
宝
内
の
小
字
が
属
し
て
い
ま
し

た
。
自
然
の
状
況
に
よ
っ
て
分
け
た
の

で
は
な
く
、
支
配
者
側
の
年
貢
を
取
る

都
合
に
よ
っ
て
二
村
を
分
け
た
よ
う
で

す
。
で
す
か
ら
村
と
村
の
境
が
は
っ
き

り
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

中
田
の
人
々
は
、
八
坂
・
湯
殿
神
社

が
一
七
一
八
年
に
創
設
さ
れ
る
と
、
七

つ
の
集
落
で
は
毎
年
春
と
秋
に
順
番
で

「
さ
さ
ら
」
の
踊
り
を
奉
納
し
、
五
穀

豊
穣
、
無
病
息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

明
治
八
年
の
上
・
下
中
田
村
合
併
願

い
に
は
「
中
田
村
は
一
つ
」
の
思
い
を

込
め
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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23

33

　

そ
で
口
や
首
回
り
な
ど
が
汚
れ
て
い

る
場
合
は
、
部
分
用
洗
剤
を
つ
け
て
前

処
理
を
し
ま
す
。
フ
ァ
ス
ナ
ー
や
ボ
タ

ン
を
閉
め
て
か
ら
裏
返
し
、
汚
れ
た
部

分
が
外
側
に
な
る
よ
う
に
た
た
ん
で
洗

濯
用
ネ
ッ
ト
に
入
れ
ま
す
。

　

洗
い
方
は
、
手
洗
い
コ
ー
ス
な
ど
の

弱
い
水
流
で
、
ま
た
、
色
の
濃
い
衣
類

は
単
独
で
洗
い
ま
す
。
最
後
の
す
す
ぎ

時
に
柔
軟
仕
上
げ
剤
を
入
れ
る
と
、
静

電
気
や
毛
玉
の
発
生
が
抑
え
ら
れ
、
か

つ
風
合
い
が
柔
ら
か
く
仕
上
が
り
ま
す
。

軽
く
脱
水
し
た
後
は
、
形
を
整
え
、
肩

部
分
に
厚
み
の
あ
る
ハ
ン
ガ
ー
に
か
け

て
、
陰
干
し
し
ま
す
。
な
お
、
フ
リ
ー

ス
素
材
は
熱
に
弱
く
、
型
崩
れ
し
や
す

い
の
で
乾
燥
機
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

●
フ
リ
ー
ス
衣
類
の
特
徴

　

表
面
を
起
毛
し
て
、
毛
羽
で
覆
わ
れ

て
い
る
フ
リ
ー
ス
素
材
を
使
っ
た
衣
類

は
、
起
毛
部
分
に
空
気
を
含
ん
で
い
る

た
め
、
温
か
く
て
軽
く
、
防
寒
着
や
カ

ジ
ュ
ア
ル
ウ
エ
ア
と
し
て
人
気
が
あ
り

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
で

で
き
て
い
ま
す
が
、
数
年
前
か
ら
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
し
た

原
料
を
使
っ
た
衣
類
も
登
場
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
表
面
を
起
毛
し
て
あ
る
た

め
、
着
用
や
洗
濯
時
に
よ
る
摩
擦
で
毛

羽
が
乱
れ
た
り
、
毛
玉
が
で
き
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
型
崩
れ
し
や
す
く
、
色

の
濃
い
衣
類
は
色
落
ち
し
や
す
い
傾
向

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
普
段
着
で
も
洗

濯
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

●
洗
濯
方
法

　

洗
濯
の
時
は
、
ま
ず
絵
表
示
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
水
洗
い
可
能
の
表
示
が
付
い

て
い
れ
ば
洗
濯
機
で
洗
え
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
で
作
成
し
て
い
る
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
家
庭
教
育
を
応

援
す
る
「
家
庭
教
育
手
帳
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
、
誕
生
、
そ
し
て
日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
。
子
育
て
は
大
変
な
も

の
で
す
が
、
大
き
な
喜
び
や
楽
し
み
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
を
持
つ
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
た
め
の

「
子
育
て
ヒ
ン
ト
集
」
で
す
。

正
し
い
し
つ
け
が

子
ど
も
へ
の

最
大
の
贈
り
物

子
ど
も
が
相
談
し
た
く
な
る
親
は

ど
こ
が
違
う
の
だ
ろ
う
。

　

人
は
愛
さ
れ
理
解
さ
れ
た
が
っ
て
い

る
存
在
で
す
。
理
解
さ
れ
な
い
と
き
の

不
満
が
た
ま
る
と
キ
レ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
突
然
子
ど
も
が
キ
レ
た
と
き
、

本
人
も
親
も
理
由
が
よ
く
見
え
ず
、
怒

っ
た
り
苦
し
ん
だ
り
し
ま
す
が
、
理
由

は
あ
る
の
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
相
手
の

話
を
じ
っ
く
り
聞
く
、
同
じ
目
の
高
さ

で
考
え
る
、
深
い
関
心
を
払
う
、
と
い

っ
た
姿
勢
を
親
が
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、

子
ど
も
は
親
に
愛
さ
れ
て
い
る
実
感
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
は
愛
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る

と
き
、
安
定
し
た
気
持
ち
で
問
題
に
立

ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て

不
必
要
に
攻
撃
的
に
な
ら
ず
、
他
者
や

問
題
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大

き
く
成
長
で
き
る
の
で
す
。

子
ど
も
が
愛
さ
れ
て
い
る
と

実
感
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

す
る
と
決
め
ま
し
ょ
う
。

―
し
つ
け
―

��������	


①母子健康手帳の交付を受
けるとき

②１歳６ヶ月児健康診査の
とき

③３歳児健康診査のとき
④小学校入学前の健康診断
のときに、乳幼児をもつ
ご家庭に配布されます。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
３
つ
の
Ｒ

　

私
た
ち
が
捨
て
て
い
る
ご
み
の
中

か
ら
、
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る

も
の
を
分
別
回
収
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

す
れ
ば
、
そ
れ
は
貴
重
な
「
資
源
」

と
な
り
、
捨
て
る
ご
み
で
は
な
く
な

り
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
前
に
、

何
度
も
繰
り
返
し
て
使
う
（
リ
ュ
ー

ス
）
よ
う
に
す
れ
ば
、
資
源
は
有
効

に
使
わ
れ
、
よ
り
環
境
に
や
さ
し
く

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
無
駄
な
も
の
、

不
要
な
も
の
は
最
初
か
ら
持
っ
て
こ

な
い
な
ど
、
ご
み
に
な
る
も
の
を
な

く
し
て
い
け
ば
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、
リ

サ
イ
ク
ル
だ
け
す
る
よ
り
も
、
ご
み

も
資
源
の
無
駄
使
い
も
よ
り
少
な
く

な
り
ま
す
。

　

３
Ｒ
と
は
、

①
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ

　
（
リ
デ
ュ
ー
ス
＝
ご
み
を
減
ら
す
）

②
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ

　
（
リ
ュ
ー
ス
＝
再
使
用
）

③
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ

　
（
リ
サ
イ
ク
ル
＝
再
生
利
用
）

と
い
う
、
Ｒ
で
始
ま
る
三
つ
の

行
動
で
す
。

コツを�
おさえれば�
自宅で洗濯も�

OK!

ごみを減らすためのキーワード「3R」
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国民健康保険（国保）とは�
　国民健康保険は、被保険者の病気、けが、出産や死亡な
どにより、必要な保険給付を行います。�
　運営は、居住地の市区町村が行い、加入者が保険料（税）
を出し合い、支え合う制度です。�

国保加入者�

　会社の健康保険や公
務員の共済組合などに
加入している人以外、
すべての人が国保に加
入することになってい
ます。�

●一人ひとりが被保険者�

　国保では世
帯主も家族も、
一人ひとりが
みんな被保険
者です。�

●加入は世帯ごと�

　手続きは世帯主がまとめて
行います。一世帯に１枚の保
険証が交付されま
す。(市町村によって
は個人カード化が検討
されています。)

●退職した人�

●加入する日�

●おとしより�

　70歳（寝たきりの人は65歳）
以上の人が診療を受ける場合は、
老人保健制度
で診療を受け
ます。�

　会社を退職して、年金の支給
を受けることができる70歳未
満の人とその家
族は、「退職者
医療制度」で診
療を受けます。�

①他市区町村から転入してきた日�
②職場の健康保険をやめた日の翌日�
③子どもが生まれた日�
④生活保護を受けなくなった日�

●やめる日�

①他市区町村へ転出した日の翌日�
②職場の健康保険に加入した日の翌日�
③死亡した日の翌日�
④生活保護を受けはじめた日�

　

食
生
活
は
、
健
康
づ
く
り
の
基
本
中

の
基
本
で
あ
る
の
は
ご
存
じ
の
と
お
り

で
す
ね
。

　

こ
れ
か
ら
自
分
の
健
康
や
家
族
の
健

康
を
考
え
る
上
で
、
食
事
に
責
任
を
持

つ
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
食

品
は
そ
れ
ぞ
れ
働
き
も
別
な
の
で
、
彩

り
な
ど
を
考
え
て
食
卓
に
の
せ
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
よ
く

か
ん
で
、
楽
し
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

　

今
、
若
い
人
の
間
で
は
朝
食
抜
き
が

多
く
、
１
食
抜
く
と
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

も
偏
り
、
ド
カ
食
い
の
原
因
と
な
っ
て
、

か
え
っ
て
肥
満
に
つ
な
が
る
こ
と
も
多

い
よ
う
で
す
。
時
間
が
な
い
人
は
牛
乳

と
パ
ン
だ
け
で
も
プ
ラ
ス
し
て
食
べ
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
食
生
活
も

普
段
か
ら
積
み
重
ね
が
大
切
で
、
若
い

時
だ
か
ら
こ
そ
、
後
々
の
こ
と
を
考
え

て
、
健
康
な
体
づ
く
り
を
し
て
も
ら
い

た
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　

実
年
齢
は
若
い
の
に
身
体
の
中
は
ボ

ロ
ボ
ロ
な
ん
て
見
え
な
い
だ
け
に
、
ち

ょ
っ
と
怖
い
で
す
ね
。

　

ま
た
身
体
を
こ
ま
め
に
動
か
し
、
今

よ
り　

分
多
く
歩
く
こ
と
を
お
勧
め
し

１０

ま
す
。
１
回
あ
た
り　

分
以
上
の
運
動

３０

を
週
２
回
続
け
て
み
た
ら
、
そ
の
お
腹

が
す
っ
き
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

健
康
ふ
く
し
ま　

計
画

２１

肥
満
を
さ
け
る
日
常
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

今月の納期
２月２５日まで納めましょう

国民年金（２月分）

��������	
��
　今回は、私たちの体を支えている「骨」についてのお話です。
　体を支える骨は、カルシウムが主成分ですが、血液にもほんのわず
かですが含まれています。不足してしまうと、骨折しやすくなったり、
腰が曲がったり、イライラしやすくなったりします。
　普段から牛乳や、小魚・大豆製品などをとるように心かげましょう。
また、運動をすることで、カルシウムの吸収を良くしますので、散歩
や軽い体操などをして、骨を丈夫に保ちましょう。

　カルシウムたっぷりの豆腐料理を
紹介します。

〔作り方〕
①焼き豆腐は１丁を６等分に切り、布
巾などで水気をふく。

②スライスアーモンドは、手でもむよ
うに荒く砕く。

③焼き豆腐に小麦粉、卵、アーモンド
の順にまぶす。

④油を１６０℃に熱し、③を入れ、薄く
色づくまで揚げる。

　※温度が高いと、アーモンドが焦げ
て黒くなってしまうので、温度が上
がりすぎないように注意しましょ
う。

⑤だしと調味料をひと煮立ちさせ天
つゆを作り、深めの器に入れる。

　刻んでおいたあさつきを散らす。

焼き豆腐の
アーモンド衣揚げ
〔材　料〕６人分
焼き豆腐 ……… ２丁
スライスアーモンド
　  ………１００～１５０ｇ
小麦粉
　  ……大さじ２（１５ｇ）
卵  ………………１個
揚げ油  …………適量
〔天つゆ〕
出し汁  …１　１/４カップ
しょうゆ  … …大さじ４
みりん  ………大さじ２
あさつき（小口切り）
　  ………………少々

塩　　　分カルシウム脂　　　肪たんぱく質エネルギー１人分
栄養量 １．３g１９３mg２１．８g１２．８g２８５kcal
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民生・児童委員　　　　平成１３年１２月１日～平成１６年１１月３０日
担当地区電話番号氏　　名地　区

屋敷入、北町上２６－１７３５富沢　正弘

石　川

境ノ内、古舘２６－５４３４山田スミ子
北町下、高田２６－２０９２中村　直子
新町２６－１８２８西牧フヂエ
三芦、高田２６－４８０７鈴木　良子
南町２６－２０４６斎藤　和子
荒町２６－１３１５溝井　光枝
馬場町２６－１３０１富岡　正夫
立ケ岡２６－３８１３太楽アキ子
古町２６－１０８１有賀　信夫
当町、松木下２６－１７０７金内サクヨ
猫啼２６－０３２０伊藤タカ子
王子平２６－４０８１泉　　市郎
和久、新屋敷２６－７４８８小松　一夫
旧新田、石塚、渡里沢２６－６８１８小針　榮治
中新田２６－３９８５小針　昌代
上沢井２６－７１９２小湊　正嗣

沢　田

大池、竹柄２６－３７９０中島　マス
中央２６－３８２２深谷　恒夫
下沢井２６－５７３４吉田　光子
古内２６－７４９６鈴木　　弘
赤羽２６－７４４４佐川　勝一
新屋敷、鳥内２６－７７９９郷　多三郎
兎田、横山、五斗蒔２６－２０７２木戸　完治

山　橋

須沢、松森、大下２６－４３２９酒井　光巳
福田、松原、若林２６－２５６９遠藤　照彦
板橋（南組）２６－６６５５小木　　茂
板橋（東組）２６－３７７７小木　改治
板橋（西組）２６－４７７０小木　英雄
南山形２６－４７１３小松榮次郎
北山形２６－２７７３添田　謙一
本宮、双里七鍬石２６－１８０８大賀　洋子

中　谷

双里下組２６－０５３２相樂　一重
双里上組２６－５８８９阿部　文子
形見２６－５８９２有賀　正明
谷沢２６－０８１５酒井　芳雄
坂路、谷地２６－５６１２小湊儀之助
中田２６－５３１０鈴木　誠一
中田２６－５４６５塩田　長男
湯高、長石田、樋ノ口２６－３０３９渡辺　タカ

母　畑

樋田、湯ノ町、小田口２６－１００６菅野　欣吾
上母畑２６－６４５５関根　清子
湯郷渡川前通り２６－６６９４瀬谷　梅男
湯郷渡坂ノ上２６－５７５８藤島　廣輝
菅関、高野、羽貫田２６－６５８０水野　湛子
村松、入山、荘柏２６－６５２９大串キミ子
中野１､２､８～１０､１３班２６－６６７６二瓶善一郎

野木沢

中野３～７､１１､１２、１４、１５班２６－６０２５佐藤　榮昌
曲木５～１０班２６－６３５４草野　傅男
曲木１～４、１１班２６－６３４４吉田　和子
塩沢１～５班２６－６２８９有賀　喜一
塩沢６～１４班２６－０３０９中田　光泉

主任児童委員　　　　　平成１３年１２月１日～平成１６年１１月３０日
担当地区電話番号氏　　名地　区

石川全域
２６－４５３５田中登美子

全　域 ２６－４２３７三輪恵美子
２６－１８０４鈴木　葉子

相
　
談�

募
　
集�

大
竹
さ
ん
を

８
０
２
０
に
認
定

民
生
・
児
童
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

民
生
・
児
童
委
員
が
昨
年　

月
１
日
に
改
選
さ
れ
、　

人
の
み
な
さ
ん
が
厚
生

１２

５５

労
働
大
臣
・
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
福
祉
全
般
に
つ
い
て
地
域
住
民
と

行
政
と
を
結
ぶ
大
切
な
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係　

�
２
６
―
９
１
２
３

　

県
と
県
歯
科
医
師
会
で
は
「　

歳
で

８０

　

本
の
歯
を
残
そ
う
」
を
生
涯
の
健
康

２０目
標
と
す
る
８
０
２
０
運
動
と
し
て
、

十
分
機
能
し
て
い
る
歯
を　

本
以
上
保

２０

持
し
て
い
る　

歳
以
上
の
方
を
表
彰
す

８０

る
「
歯
っ
ぴ
い
ラ
イ
フ
８
０
２
０
」
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
、
第　

回
歯
っ
ぴ
い
ラ

１３

１０

イ
フ
８
０
２
０
に
、
大
竹
ヤ
イ
子
さ
ん

（
南
町
）
に
認
定
証
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

県
内
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

福
島
県
の
最
低
賃
金
が
、
次
の
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
福
島
県
内
の
事
業
場
で
使
用
さ
れ
る

す
べ
て
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

●
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手

当
、
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
手
当
、
１

ヶ
月
を
超
え
る
期
間
毎
に
支
払
わ
れ
る

賃
金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
産
業
別
最
低
賃
金
の
一
部
に
適
用
除

外
業
種
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
労
働
局
賃
金
室

　

�
０
２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
４

効力発生

月　　日

最低賃金額
最低賃金（産業）名

１時間１　日

１３．１０．１
　円
６１０

　　円
４，８６８

福 島 県 最 低 賃 金
（下記５産業を除く全産業）

１３．１１．２７７１３５，６９７非 鉄 金 属 製 造 業

１３．１２．１６７３５，３７８電気機械器具製造業

１３．１２．１７０７５，６４９輸送用機械器具製造業

１３．１１．２６７０２５，６０６精密機械器具製造業

１３．１２．９７０１５，５９７自 動 車 小 売 業



15広報いしかわ　２月号

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

須
藤　
　
　

裕 

板　

橋

魏　
　
　
　

娟 

中　

国

渡
邊　

靖　

夫 

塩　

沢

栗
原　

恵
美
子 

北　

山

小
豆
畑　
　

仁 

下　

泉

成
瀬　

優　

子 

白
河
市

小
林　

仁　

一 

沢　

井

中
村　

孝　

子 

棚
倉
町

星　
　

健
二
郎 

中　

野

西
牧　

み
ゆ
き 

長
久
保

草
野　

勝　

彦 

曲　

木

蔭
山　

美　

沙 

須
賀
川
市

南
條　

幸　

二 

谷　

地

矢
吹　

裕　

子 

秋　

台

下
山
田　
　

仁 

長
久
保

矢
吹　

佳　

子 

い
わ
き
市

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

鈴
木 
奏  
汰  
朗 
（
卓　

司
・
由
佳
理
） 
和　

久

そ
う 
た 
ろ
う

登
坂 
友  
一  
朗 
（
太　

輔
・
香　

織
） 
矢
ノ
目
田

ゆ
う 
い
ち 
ろ
う

近
内　
 
貴  
哉 
（
雄　

一
・
久　

美
） 
中　

野

あ
つ 
や

鈴
木　
 
北  
翔 
（
浩　

二
・
さ
と
み
） 
双　

里

ほ
く 
と

近
内　
 
詩 
苑
   

（
俊　

雅
・
愛　

子
） 
中　

野

し 
お
ん

曲
山　
 
允  
人 
（
智　

重
・
行　

美
） 
塩　

沢

よ
し 
ひ
と

添
田　
 
冬  
磨 
（
真
由
美
） 

山　

形

と
う 
ま

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

カ
ッ
プ
ル
誕
生

〔

〔〔

お
く
や
み

　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　

所

矢　

吹　

セ　

イ 

谷　

沢

添　

田　

俊　
　
 

双　

里

水　

野　

邦　

雄 

双　

里

須　

藤　

イ　

ヨ 

板　

橋

近　

内　
　
　

朗　
 

中　

野

矢　

吹　

義　

寛 

谷　

沢

中　

野　

勘　

一 

南
山
形

緑　

川　

光　

男 

下　

泉

福　

田　

ミ
サ
イ 

母　

畑

須　

藤　

ヨ　

ネ 

板　

橋

鈴　

木　

欣　

一 

形　

見

菊　

地　

由
太
郎 

大　

室

渡　

邉　

ヨ　

シ 

北
山
形

近　

内　

武　

義 

双　

里

二　

瓶　

フ　

ク 

中　

野

関　

根　

幸　

夫 

母　

畑

西　

牧　

正　

富 

新　

町

坂　

本　

三　

男 

当　

町

星　

野　

馬　
　
 

赤　

羽

鈴　

木　

重　

延 

立
ヶ
岡

諸　

岡　

ス　

エ 

白　

石

老人福祉センター

役場宿直室

役場議会議場

老人福祉センター

同校体育館

同校体育館

心配ごと相談（１０時～）

交通事故巡回相談（１０時～）

旅券の日

新世紀未来議会（１３時３０分～）

心配ごと相談（１０時～）

学法石川高校卒業式（１０時～）

県立石川高校卒業式

全国山火事予防運動（～７日）

春季全国火災予防運動（～７日）

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

金

１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８

１

老人福祉センター

クリスタルパーク・石川

各小学校

心配ごと相談（１０時～）

消防記念日

農山漁村女性の日

町内小学校卒業式

キャンディーの日

土
日
月
火
水
木

金
土
日

月
火
水
木

２
３
４
５
６
７

８
９
１０

１１
１２
１３
１４

〔〔〔

〔〔

２００２年ソルトレークシティー
冬季パラリンピック競技大会

（平成１３年１２月１日～１２月３１日まで届出分　敬称略）



施設の紹介�

編 集 後 記 �

町民憲章�
1.自然と文化を愛し�
　　　　豊かな町をつくりましょう�
1.親切と勤労をむねとし�
　　　　住みよい町をつくりましょう�
1.歴史と未来をみつめ�
　　　　誇りある町をつくりましょう�

表 紙 の 登 場 人 物 �

町の人口�

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360�
●URL/http://www.ishikawa.net6.or.jp/   E-mail/Koho_K@ishikawa1.net6.or.jp

●第179回●�
新田保育所�

　周辺は緑が多く、その恵まれた自然環境のもと、人との関わりを
大切にし、友だちを思いやりその良さを認め、自分自身の思いもき
ちんと相手に伝えることができる、そんな豊かな心を育てたいと職
員一同力を合わせて保育をしています。�

　発表会で桃太郎の劇をやり
ました。�
　ぼくは、鬼の大将の役です。
この絵は、桃太郎が船に乗っ
て鬼たいじに行くところです。�

　発表会で桃太郎の劇をやり
ました。�
　ぼくは、おじいさんの役で
す。この絵は、桃太郎が宝物
を持って、犬・猿・きじと帰
るところです。�

草野拓弥さん（6歳）�
たく や�

佐伯拓哉さん（6歳）�
たく や�

写真提供／関根政信さん�写真提供／関根政信さん�

5月ごろを中心に開花し、日本の野草の中では最
も大型の花です。花は上向きに咲き、紅色のし
べに特徴があります。花がおもちゃの風車に似
ていることから、名前が付けられました。�

（カザグルマ：キンポウゲ科）�

　第一保育所に通う芳賀可奈子さん（右下）、姉
の江莉さん（左下）、母の恵子さん（左上）、祖父
の満さん（右上）、祖母のトシさん（中央上）です。�

19,603人（　+2）�

（  ）内前月比�

●1月1日現在　住民基本台帳●�

男�
女�
世帯数�

9,590人（　+1）�
10,013人（　+1）�
5,563戸（　+4）�

　昨年12月号でのお知らせの通り、2002
年1月号から全面的にリニューアルしました。
昨年9月号の500号特集で、アンケート調
査結果等を公表したところですが、みなさ
んからのご意見も反映させていただきました。
新コーナーも設け、表紙などのレイアウト
も変わり、さらにみなさんが見て、読んで、
親しみながら、石川町をＰＲするような広
報紙づくりを目指していきます。様々な情報、
ご意見などをお寄せください。�

（迎　茂城）�
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